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●場　　　所 京都女子大学Ｊ525教室















































































































































































































































































































































だと考え、1988年 8 月 8 日にいろいろな町へ
行って民主化を呼びかけるデモ活動を行いま
した。民間人もこの活動に参加しました。そ
の日の夜、ビルマの軍隊が私たちに発砲しま
した。その日だけで200名もの人が命を落と
しました。それから 3日間、私たちはいくら
攻撃されてもデモ行進を続けました。1000人
以上の人が亡くなられました。
そして1988年 9 月18日、今の軍政がクーデ
ターをしました。最初、軍政は国民たちに約
束しました。近いうちに総選挙を行い、選挙
後は軍は軍の仕事だけをし、政治には関与し
ない、という約束でした。しかしこの約束は
いまだに守られていません。
［この後、以下のことが述べられた。］
国名のこと。軍政は1989年 5 月27日に、ビル
マからミャンマーに勝手に変えた。多くのビ
ルマ人は、今もビルマという。ビルマ軍政の
友好国はミャンマーという（残念ながら日本
も）。ビルマと呼んでほしい。
僧侶たちの「祈りの行進」のこと。マスコ
ミは、ビルマの「デモ行進」というが、本当
は「お祈り行進」である。ビルマではお坊さ
んは一番信頼されている存在。なぜ彼らが行
進をしたのか。人々が物やガソリンの値段高
騰で苦しんでいるのを見かねて、僧侶たちは
国民のために行進をした。彼らは軍隊に発砲、
拷問、逮捕されたので、政府関係者からお金
や食物をもらわないという姿勢を見せた（こ
れは布施の拒否で「覆鉢」（フハツ）という）。
はじめは僧侶だけだったが、民間人も彼らを
守るように参加。お祈り行進は世界の平和、
貧しい人たちの暮らしが良くなるようにとい
う願いの行進。政府を批判する言葉は一切
使っていない。しかし政府は僧侶や学生たち
に発砲。行進後も僧院に戻った僧侶に暴行、
逮捕。26・27日の行進時には日本人ジャーナ
リストの長井さんも残念ながら亡くなった。
政治囚の話。ビルマには39ヶ所に約1000人
もの政治囚がいる。88年の学生運動で一緒
だった友達は、98年の二度目の民主化運動を
リードし、60年の刑を言い渡され、去年、刑
務所内で亡くなった。残った遺体を親が引き
取って故郷に持って帰ることも許されなかっ
た。この20年間に刑務所の中でなくなった人
は140名。
アウンサンスーチー氏の話。民主化のリー
ダーで、今も自宅軟禁されたまま。彼女は
1991年のノーベル平和賞受賞者であるが、そ
ういう人を拘束した国はビルマだけ。一刻も
早く彼女を解放するよう、他国はビルマ政府
に圧力をかけてほしい。
ビルマの難民のこと。難民は二種類。ひと
つは、民主化活動をして海外に逃げている政
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治難民、もう一つは少数民族難民。難民キャ
ンプは刑務所とあまり変わらず、外には出ら
れない。タイ側にあるが、タイ政府は援助し
ない（タイは難民条約に批准していない）。
国連の援助物資も全く足りない。
昨日 6月20日は世界難民の日。誰も難民に
なりたくはない。自分はビルマを出たとき、
1、 2年で国に帰れると思っていた。1990年
の総選挙で、アウンサンスーチー氏の党が
82％の票を集め当選し、軍政も新政府を作る
約束をした。しかし何年経っても、国へ帰れ
ず、難民申請をした。仕方なく難民でいるが、
難民でいたくない。今、1000名以上のビルマ
人が難民。私は自分の国に早く帰りたい、
帰って家族に会いたい。日本ではイラク戦争
後、難民支援のグループが増え、とてもあり
がたいが、難民認定を受けること自体はうれ
しいことではない。一番の望みは、ビルマに
帰ること、自分たちの国が平和になること。
みなさんは支援を考えるとき、その国のこと
をちゃんと見てほしい、なぜ難民にならなけ
ればならないかを。ビルマの場合、独裁政権
がいるから。民主化活動の支援が重要。
サイクロンの話。ナルキス（睡蓮）は 5月
2日にビルマを襲ったサイクロンの名。今回
のサイクロンで一番責任があるのはビルマ軍
政。彼らはサイクロンが来ることを国民に告
げなかった。災害が起きた後も助けに行かな
い、国際的な援助も受け入れない。援助した
民間のグループが逮捕された。
少年兵の話。ビルマの軍隊50万人のうち 7
万人が少年兵。軍政に反対する武装グループ
も少年兵を使っている。地雷もビルマはとて
も多い。
ビルマには、他の民主化していない、スー
ダンや北朝鮮などと違う点がある。1990年の
総選挙に勝った党がある。アウンサンスー
チー氏もいる。このような例は他にない。な
のにビルマはなぜ未だに民主化できないのか。
それは、軍政へ外国からのさまざまな援助が
あるから。中国・インド・韓国…そして日本
からも。
二つのキャンペーン。ひとつは、「今のビ
ルマに観光旅行に行かないでください！」。
本当は、世界中のみなさんにビルマに来てほ
しいが、今のビルマには行かないでほしい。
軍政の利益になるだけ。ビザをとるだけで軍
政の利益になる。ただしビルマが民主化した
ときはぜひ来てください。
もうひとつは、「ビルマ軍政と経済活動を
しないでください」。残念ながら日本の会社
もビルマ軍政のためになっている。
20年間私たちは民主化活動を続けてきたが、
平和的な民主化活動はもう不可能だと考える
仲間が増えた。平和的な活動を続けても何も
変わっていないから。武器を持って戦おうと
いう意見もあるが、私は大反対。あくまで平
和的に民主化してほしい。怒りをもてば復讐
につながり、また復讐を呼ぶ。一番大事なの
は、軍政とアウンサンスーチーさんが平和的
に対話すること。
最後に。みなさんには自由がある。その自
由を使って、他の自由がない国のために何が
できるか、考えて助けてください。
［以下は参加者から重要な発言があったの
で記しておきたい。］
「はじめにココラットさんが我々に質問し
たとき、“そんな日本でありえないようなこ
とを聞くな”と仰った方がいましたが、戦前
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の日本では同じようなことが起こっていたわ
けで、それを知っていればあのような言葉は
出なかったと思います。ビルマも、はじめか
ら軍事政権だったわけではない。日本だって
そうなる可能性が全くないとはいえない。平
和で、権利を与えられているのが当たり前だ
と思って過ごしているうちに気づいたらその
権利を失っている可能性もある。教育にして
もそうです。だから我々は事実をしっかりと
見て、おかしいことはおかしいと抗議しなけ
ればならないということを子供や孫に教えて
いかなければならないと思います。」
５．まとめ
公開講座後 1年余りが経つが、いろいろな
出来事がビルマにおいても世界においても起
こっている。世界は今や金融危機の真只中で
あり、ビルマでは、13年にわたり自宅軟禁状
態のアウンサンスーチー氏が軟禁中にアメリ
カ人を自宅に入れたという罪で逮捕され、今
年（2009年） 8月11日に判決が出た。禁固 3
年であったが、直後に 1年半の自宅軟禁に減
刑された（減刑は軍政の茶番ともいわれる）。
また、 8月末には、軍との衝突で、少数民族
1万人が中国へ越境しているという。このよ
うな国がなぜ成り立つのか。悲しいかな、天
然ガスなどの地下資源をねらう各国の欲望が
支えであることは間違いないであろう。
いまやグローバル化時代にあって、われわ
れは一国の利益だけを考えていればそれでい
いということが難しくなっている。
北京オリンピック中にも種々に議論された
とおり、人権や民主化への取り組みは世界の
趨勢である。しかし、アメリカも、一方で人
権を重視しながら、他方で軍事力による抑圧
的解決を目指してきた。オバマ大統領の登場
で少し変化の兆しも見られるが、核兵器廃絶
は前途遼遠の感がある。
本来は敗戦国でもあり被爆国でもある日本
のような国が、一国の国益だけに熱中するの
ではなく、戦争の悲惨さや愚かさを伝え、平
和実現のためのあらゆる努力を惜しまず、ま
たそのことを世界に発信すべきである。日本
も世界も軍事力などのハードパワーよりもむ
しろ文化力などのソフトパワーを目指すべき
ときである。
このような文脈のなかで、ビルマ（ミャン
マー）についてもまた、我々は一国の事情だ
などと言って無関心であってよいわけはなく、
まずは軍事政権下で苦しむ人々の現状を知り、
日本として、日本人として何をすべきなのか、
何ができるのかを考えることは言うまでもな
く重要である。仏の心である慈悲の心を少し
でも私たち自身がいただいて、一人ひとりの
「私」から少しでもその心を発揮していきた
いと思うところである。
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